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年頭あいさつ
全国治水期成同盟会会長　陣内孝雄

平成 26 年の年頭に当り、謹んでご挨拶を申し
上げます。
会員の皆様にはお健やかに新春をお迎えのこと

と思います。本年の皆様のご多幸と世の平安をお
祈り申し上げます。
ご承知の通り、我が国は台風や梅雨前線による

豪雨とそれに伴う土砂災害をはじめ、大規模地震、
津波等、様々な自然災害が発生する厳しい自然条
件下にあります。さらに近年は地球温暖化による
気候変動の影響で、短時間での集中豪雨が増大し
てきました。特に昨年は三十九都道府県、一三一
地点で観測史上一位の一時間雨量の記録を更新
し、各地が一時間雨量 100 ミリを超える大雨に見
舞われました。一方で、関東、中部、四国地方を
中心に渇水が発生しました。地球温暖化に伴って
年間降水量が減少してゆき、年間の変動幅が大き
くなって、水不足が深刻化していく懸念のあるこ
とも指摘されています。
昨年の災害においては、ダムの存在感が一際強

く印象づけられました。ダムの弾力的な洪水調節
によって、国際観光都市、京都を桂川の大規模な
河川氾濫から守り、盛岡市での北上川の氾濫を大
幅に低減させて水害を最小化し、山口県の山武川
ダムをはじめとする各地のダムで顕著な治水効果
がいかんなく発揮されました。利水面でも、利根
川、吉野川等のダムが長期間の渇水補給を行って
市民生活と産業活動を支え、地域経済社会への影
響を回避できました。ダム整備について国民の理
解と関心が高まっていくことを願っております。
さて、東日本大震災の復興を加速させることは

我が国にとっての最重要課題であり、治水関係で
は被災した海岸堤防の整備の整備が喫緊の課題で
あると思います。その上で、確実に迫りくる首都
直下地震と南海トラフ巨大地震に備えた大規模災

害への新たな防災力の整備も加速すべき時に立ち
到っていると思います。この度の大災害の教訓に
学んで、治水施設としては堤防などの河川構造物
の耐震性の向上、巨大津波による被害を粘り強く
軽減する海岸堤防の整備、津波遡上を区間の河川
堤防の強化などを計画的に促進してしくことが特
に重要であります。
他にも、パイピングによる堤防決壊を防止する
ための対策を可及的速やかに実施する必要があり
ます。この問題は一昨年 7月の九州北部豪雨の際
に、矢部川の堤防が堤体基盤のパイピングに起因
する法崩れによって不足の決壊を起こしたのを機
に、全国の直轄河川を緊急点検して明らかにされ
たものです。109 水系の 9,300 キロメートルの内、
約 600 キロメートルの区間で堤体基盤を強化し
て、パイピングを防止する必要のあることが判り
ました。
このように、現下の治水事業が多くの課題を抱
え、それらへの新たな対応も急がれる中で、新年
度の政府予算案が昨年末に閣議決定されました。
治水事業予算案（案）は基本目標として、国土強
靭化法や南海トラフ地震対策法、首都直下地震対
策法の成立等を踏まえたインフラ老朽化対策や
事前防災対策等の強化を掲げ、5,975 億円（国費、
対前年度比 3％増）を計上しています。治水予算
が実質増加に転じたのは平成 11 年度以来の久し
ぶりの朗報であり、私たちの事業促進運動に希望
を与えてくれます。
最後になりましたが、今年は八ツ場ダムが「ダ
ム検証作業」を終え、4年ぶりに本体工事の着工
再開となります。ダムの優れた特性を活かす合理
的な治水事業が始動しました。全国では「ダム検
証作業」の対象とされた 83 ダム等の内の多くの
ものが一斉に事業再開の段階を迎えており、関係
者の事業促進への熱意が高まっています。ダム事
業は計画的な施工が重要であり、そのための必要
なダム予算の確保が「全水連」の重要な役割となっ
てきました。
全水連では、機関紙『治水』をホームページ上
に開設して、識者、専門家などの論文や地方大
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会、促進全国大会での特別講演録などを届け、広
く国民の皆さんに「治水」への関心を高めてまい
りました。今年は会員の皆さんにも積極的にホー
ムページに参加頂き、広報活動を充実して、治水
事業の推進に努めたいと願っています。関係各位
のご指導、ご支援をお願い申し上げます。
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第５３回東北地方治水大会
と　　　き：平成２５年１１月１日（金）
と こ ろ： 青 森 国 際 ホ テ ル

東北地方治水大会次第
第１部　特別講演
「奥入瀬渓流の風致上必要な放流量はどのように決められたのか」
	 	 	 		あおもりの川を愛する会　幹事　水木　靖彦
第２部　治水大会
開会宣言　	 青森県河川砂防協会副会長　大鰐町長　山田　年伸
主催者あいさつ　	 青森県副知事　青山　祐治
	 	 全国治水期成同盟会連合会会長　陣内　孝雄
来賓祝辞　	 青森県議会議長　西谷　洌
	 	 国土交通省東北地方整備局副局長　安藤　淳
来賓紹介・祝電披露
座長推挙　	 青森県河川砂防協会会長　南部町長　工藤　祐直
治水事業概要説明　	 国土交通省水管理・国土保全局治水課長　山田　邦博
	 	 国土交通省東北地方整備局河川部長　工藤　啓
意見発表　	 南部町長　工藤　祐直
大会決議　	 青森県河川砂防協会副会長　大鰐町長　山田　年伸
次期開催県の決定・あいさつ　	 岩手県県土整備部河川開発課長　志田　悟
閉会宣言　	 青森県県土整備部長　横森　源治
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第１部　特別講演

演題　「奥入瀬渓流の風致上必要な放流量はど
のように決められたのか」

別添掲載いたします。。

主催者あいさつ

青森県副知事　青山　祐治

皆さん、こんにちは。
ただ今、ご紹介をいただきました青森県副知事

の青山でございます。
どうぞよろしくお願いいたします。
本日、三村知事、公務都合により出席できませ

ん。知事から開会に当たりましての挨拶を預かっ
て参りましたので代読させていただきます。
第 53 回東北地方治水大会の開催にあたり、一

言、ご挨拶を申し上げます。
本日は、ご来賓の方々をはじめ、治水事業に携

わっておられる多くの皆さまにご出席いただき、
厚くお礼申し上げます。
また、日頃から本県を含む東北地方の治水事業

の推進に格別のご支援とご協力を賜り、深く感謝
申し上げます。
さて、近年は集中豪雨が頻発し、全国各地で大

きな被害が発生しております。本県におきまして
も、９月の台風第 18 号に伴う豪雨により、一級
河川の岩木川や馬淵川などにおいて越水や破堤が
発生し、住宅の浸水や農地の冠水、公共土木施設
の損壊等大きな被害を受けましたが、輪中堤を整
備していた南部町相内地区では、その効果により
人家の浸水を免れることができました。治水事業
の有用性を端的に示した事例であると考えている
ところです。
また、本県を含め東北地方は東日本大震災から

の復旧・復興が道半ばであります。
震災を教訓に治水事業をはじめとする防災・減

災対策にしっかり取り組み、災害に強い地域づく
りを１日も早く成し遂げ、地域住民の安全で安心

な暮らしを確保しなければなりません。
更に、本年５月に三陸復興国立公園の指定を受
けまして種差海岸・階上岳、12 月に世界自然遺
産登録 20 周年を迎える白神山地などの豊かな自
然がもたらす「健康な土」と「きれいな水」が安
全・安心で美味しい本県の農林水産物を育んでお
ります。
このような大きな恵みをもたらす豊かな自然を
変わることなく次代に引き継ぐためにも、環境に
配慮した魅力ある河川環境づくりを進めていかな
くてはなりません。
かように、治水事業は、洪水などの災害から国
民の生命と財産を守り、活力ある社会と安全で安
心な国民生活を実現する上で大きな役割を担う重
要な社会資本整備であると確信するものでありま
す。
本大会において、治水事業の重要性を再認識す
るとともに、ご出席の皆さまと心を一つにし、治
水事業の一層の促進を図って参りますので、ご協
力をよろしくお願い申し上げます。
結びに、東北地方のさらなる発展とご出席の皆
さまのご健勝と益々のご活躍を祈念申し上げ、開
会に当たりましてのご挨拶といたします。
　	 平成 25 年 11 月１日
　	 青森県知事　三村申吾
　	

全国治水期成同盟会連合会会長　陣内　孝雄

	挨拶は省略させて頂きます。

第 2 部　治水大会
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来賓祝辞

青森県議会議長　西谷　洌

	皆さん、こんにちは。
第 53 回東北地方治水大会がこのように盛大に

開催されますことを心からお祝を申し上げますと
ともに、ご出席の皆さま方には、東北各県から青
森へおいでいただきましたことを心から歓迎を申
し上げます。
本日、ご参会の皆さまにおかれましては、平素

より水害から国民の生命・財産を守る、豊かで住
みよい国土を形成するため、多大なるご尽力をな
されていることに対し心より感謝の意を表する次
第であります。
さて、川は我々の日常生活と密接に関わり、山

の暮らしと海の暮らしを結び付けております。昔
から山は海の恋人と言い伝えられているのは、山
と海の関係を川が取り持っているからでありま
す。
本県には、下北半島、津軽半島、八甲田山、そ

して世界自然遺産の白神山地と広大な山並みと青
い森に恵まれ、ここを源流とする水系が数多くあ
ります。それぞれが流域の人々の生活を支え、農
地を潤し、海へと流れております。
また、古来より川の氾濫から国民の生命・財産

を守る治水事業は、政の基本、根幹でありました。
武田信玄は、20 年の歳月をかけ「信玄堤」を完
成させましたが、工法から維持管理まで、総合的
に検討された治水対策として高く評価されており
ます。
今後も川の恵みを享受し、後世の人々に安全、

安心な社会資本を引き継ぐために関係者一丸と
なって治水、利水施設の整備に努めていかなけれ
ばならないものと考えております。
東北地方の治水事業の第一線でご活躍されてい

る皆さまの更なるご支援をお願いし、本大会が東
北の治水事業促進の契機となることを祈念しまし
て、お祝の言葉といたします。
　	 平成 25 年 11 月１日
　	 青森県議会議長　西谷洌

国土交通省東北地方整備局副局長　安藤　淳

皆さん、こんにちは。
ただ今ご紹介いただきました、東北地方整備局
の安藤でございます。
今日お集まりの皆さまには、東北地方整備局の
事業の推進に当たりましては、大変ご支援、ご協
力をいただいております。この場をお借りしまし
て厚く御礼を申し上げます。
また、本日は、第 53 回東北治水大会の開催、
誠におめでとうございます。
ご承知のとおり、非常に今年は全国的に災害の
多い年でございました。また、東北地方におきま
しても、７月には梅雨前線、８月には低気圧、９
月には台風と、非常に多くの地域で大きな被害が
発生したところでございます。やはり、こういっ
た頻度も増え、また激甚化しております災害に対
しては、ソフト、ハード、適切に組み合わせてしっ
かりと対策をしていくということが必要かと思っ
ております。
東北地方整備局といたしましても、地域の皆さ
まと連携いたしまして、安心・安全な地域づくり
を目指して全力で取り組んで参りたいと考えてい
るところでございます。
ご当地、青森県におきましても、台風 18 号に
よりまして、馬淵川あるいは岩木川において大き
な被害が発生いたしました。直轄区間が関係して
おります岩木川を例に挙げますと、緊急的に大型
土のうを設置しますとか、あるいは本格的な堤防
整備に向けて測量等に今、入っているところでご
ざいます。
また、平成 28 年度の完成に向けて、津軽ダム
の整備を進めておりますが、このダムも岩木川の
安全度の向上に大きく貢献するのではないと考え
ております。岩木川の例で申し上げましたが、他
の地域におきましても、ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ（緊
急災害対策派遣隊）の派遣ですとか、あるいはポ
ンプ車等の災害対策車両の派遣ですとか、そう
いった対策も含めまして、東北地域の安全確保に
向けてしっかりと取り組んで参りたいと考えてお
りますので、また地域の皆さまのご支援、ご協力
をいただければと考えております。
結びになりますが、本大会が成功いたしますこ
とと、ご参会の皆さまのご健勝、ご活躍を祈念い
たしまして、ご挨拶とさせていただきます。
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　本日はおめでとうございました。
国会議員紹介
―順不同・敬称略―
　衆議院議員（代理）
　　	 津島　淳
	 江渡　聡徳
	 大島　理森
	 木村　太郎
	 高橋　千鶴子
　参議院議員（代理）
	 山崎　力
　　	 滝沢　求
祝電・メッセージありがとうございました
―順不同・敬称略―
　衆議院議員
	 江渡　聡徳
	 大島　理森
　　	 御法川　信英
　　	 秋葉　賢也
　　	 西村　明宏
　　	 阿部　寿一
　　	 菅家　一郎
　　	 坂本　剛二
　　	 橋本　英教
　　	 藤原　崇
　　	 畑　浩治
　　	 大久保　三代
	 吉田　泉
　参議院議員
　　	 山崎　力
　	 滝沢　求
　　	 岸　宏一
　　	 岩城　光英
　　	 森　雅子
　　	 荒井　広幸

治水事業概要

国土交通省水管理・国土保全局治水課長　
山田　邦博

	
説明内容は省略させていただきます。

国土交通省東北地方整備局河川部長　工藤　啓
	
説明内容は省略させていただきます。

大会決議
青森県河川砂防協会副会長　
大鰐町長　山田年伸

それでは、大会決議を朗読いたします。
決　議（案）
治水事業は、洪水等の災害から国民の生命と財
産を守り、活力ある社会と安全で安心な国民生活
を実現するために、最も根幹となる重要な社会資
本整備であり、計画的かつ着実に実施することが
重要である。
近年、全国各地で、時間雨量１００ミリメート
ルを超える、これまでに経験したことのないよう
な集中豪雨が頻発し、多くの尊い生命と財産が失
われている。
東北地方においても、本年８月の秋田県・岩手
県を中心とした豪雨や、９月の青森県・岩手県を
中心とした台風第１８号に伴う豪雨により、河川
の氾濫、土砂災害等が発生し、多数の死者、住宅
の浸水や農地の冠水、公共土木施設の損壊等甚大
な被害が発生したところである。
さらに、気象庁が、「数十年に一度」の規模の
大雨や暴風などが予想される場合に発表される
「特別警報」の運用を本年８月３０日から開始し
たが、直後の台風第１８号による豪雨に対し、京
都、滋賀、福井の３府県において全国で初めて発
表されたところである。　　
地球温暖化に伴う気候変動によって、今後はこ
のような気象が常態化するおそれがあり、災害に
対して脆弱なわが国の国土構造に加え、集中豪雨
の激化、海面の上昇、地震の頻発など増加する災
害リスクに対する新たな認識と取組みが必要に
なってくる。
あわせて、ハザードマップや防災情報提供シス
テムの整備などソフト対策を充実させ、これまで
に経験したことのない大雨に対しても迅速な対応
ができる警戒避難体制を確立するなど、ハード・
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ソフト一体となった総合的な治水対策の推進を図
ることが不可欠である。
このような共通認識のもと、我々東北６県並び

に市町村は、東日本大震災からの一日も早い復旧・
復興と併せて、多発する自然災害から生命と財産
を守り、安全で安心な社会を実現するために、国
と連携を図りながら防災・減災のための対策を強
力に推進していく必要がある。
よって、ここに東北地方治水大会を開催し、そ

の総意に基づき、安全で安心な国土づくりと防
災・減災のための具体的な取り組みが推進される
よう、次の事項について国会並びに政府に対し強
く要望するものである。

記
一　近年、気候変動により激甚な自然災害が頻

発している一方で、治水関係予算はピーク時の半
分以下に減少している。治水対策の重要性を認識
し、安全で安心な社会を実現するため、予算の確
保に努めるとともに、堤防やダム等の根幹的治水
施設の整備を計画的に推進すること。また、被災
地の早期復旧・復興に向けた予算の重点配分に配
慮すること。
一　整備水準の低い河川等の整備を推進すると

ともに、ハザードマップの整備や情報提供の充実、
避難体制の構築等、ハード・ソフトが一体となっ
た防災・減災対策を強力に推進すること。
一　地球温暖化に伴う気候変動による豪雨や渇

水の頻発、海面の上昇や台風の巨大化等に備え、
治水施設の整備を推進するとともに、安定的な水
の供給のため水資源開発の推進を図ること。また、
大規模地震に備え、河川堤防等の耐震対策及び津
波対策を着実に推進すること。
一　局地的集中豪雨による水害や大規模災害が

発生した場合の、被災地への国による支援体制の
強化を図ること。また、被災施設の災害復旧関係
事業を着実に推進することにより、甚大な災害を
受けた河川等の再度災害防止に万全を期すこと。
一　年々激化する洪水に備え、流域一体となっ

た治水対策を積極的に進めるとともに、堤防等河
川管理施設の適正な維持管理水準を確保するとと
もに、水害を助長するおそれのある著しく劣化し
た施設については緊急的に更新・補修を行うこと。
一　河川や水辺の持つ多様な機能や東北地方の

豊かな自然環境を活かし、歴史・風土等に根ざし
た魅力ある河川環境の形成を推進すること。
　以上、決議する。
　	 平成 25 年 11 月１日
　	 第 53 回東北地方治水大会
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次期開催県の決定

岩手県県土整備部河川開発課長　志田　悟

挨拶は省略させていただきます。

閉会宣言

青森県県土整備部長　横森　源治

県土整備部長の横森でございます。
本日、東北各県より多くの方にご参加をいただ

き、治水大会を開催することができました。本当
にありがとうございました。
また、ご来賓の皆さま方には、お忙しい時期で

はございますが、ご臨席を賜り、心強いご祝辞を
いただき、そして貴重な情報を提供していただき
ました。
お陰様で、我々としましても、治水整備の促進

に対して決意を新たにすることができました。
心より感謝を申し上げます。
それでは、以上をもちまして第 53 回東北地方

治水大会を閉会いたします。
誠にありがとうございました。
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平成２５年度中部地方治水大会
と　き：平成25年11月11日（月）
ところ：じゅうろくプラザ

平成２５年度中部地方治水大会次第  
	 （敬称略）
主催者挨拶	 岐阜県副知事　髙原　剛
	 全国治水期成同盟会連合会会長　	 陣内　孝雄
　	 岐阜県河川協会会長　細江　茂光（岐阜県岐阜市長）
来賓祝辞　　　　	 参議院議員　大野　泰正
	 衆議院議員　神田　憲次
	 中部地方整備局局長　梅山　和成
	 岐阜県議会議長　渡辺　真
来賓紹介・祝電披露
大会座長推挙
事業説明　　　　	 国土交通省水管理・国土保全局治水課長　山田　邦博
　　　　　　　　　　　	 国土交通省中部地方整備局河川部長　五十嵐　崇博
意見発表　　　　	 岐阜県可児市長　冨田　成輝
大会決議　　　　	 岐阜県河川協会理事　中川　満也（岐阜県垂井町長）
次期開催県挨拶　	 静岡県交通基盤部河川砂防局長　鈴木　克英　
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主催者挨拶

岐阜県副知事
髙　原　　剛

皆さん、こんにちは。
本日は、平成 25 年度中部地方治水大会の開催

に当たり、多数の皆様にご参加いただき誠にあり
がとうございます。また、ご来賓の皆様方にはご
多忙のなか、ご出席いただき、本当にありがとう
ございます。
さて、本県は飛山濃水という言葉で表されます

ように、北の 3,000 メートルを超える山々から南
の海抜ゼロメートルの輪中地帯に及ぶ変化に富ん
だ地形でございまして、その厳しさや豊かさの併
せ持つ自然環境の中で、今日に至るまで歴史を築
き文化を育んでまいりました。
一方で、この厳しい自然環境は数多くの大災害

を招いてまいりました。古くは昭和 34 年の伊勢
湾台風災害や昭和 51 年の９・12 豪雨災害、近年
ではほぼ毎年のように短期的局地的豪雨が発生
し、本年におきましても９月４日の豪雨では時間
雨量 110 ミリを記録するなど、県内各地で甚大な
被害が発生しています。
そのような中、本県では事前防災のもと、河川

堤防の緊急対策や河川管理施設の老朽化対策をは
じめとするハード対策を積極的に推進するととも
に、「ぎふ川と道のアラームメール」による防災
情報の提供など、ソフト対策を組み合わせた総合
的な防災対策を実施しております。また、防災対
策だけではなく、関係自治体等と連携した河川の
水質浄化対策や県内魚道の広域的な維持管理な
ど、清流を「守り」、「伝える」取り組みを進めて
いるところであります。
昨年度末の大型補正予算におきましては、県の

要望を受けとめていただきまして、しっかりと配
分をいただいたところではございますが、依然と
して毎年各地で発生する水害に対し、後追い的な

対策に追われている状況にございます。
そのため、地方にとって必要な河川関連予算が
削られることのないよう、あらゆる機会を通じ関
係機関に対し予算の確保を強く訴えて参りますの
で、皆様の御協力、御支援のほどよろしくお願い
いたしたいと存じます。
最後に、本大会の成功と本日御出席の皆様の御
健勝、御活躍をお祈り申し上げまして、ご挨拶と
させていただきます。ありがとうございます。

全国治水期成同盟会連合会課長
陣　内　孝　雄

挨拶は省略させていただきます。

岐阜県河川協会
長（岐阜市長）
細　江　茂　光

ただいまご紹介をいただきました、岐阜県河川
協会の会長を務めております岐阜市長の細江でご
ざいます。
今日は、今ご挨拶をいただきました陣内全国治
水期成同盟会連合会長、また岐阜県髙原副知事に
もご出席をいただきまして、平成 25 年度中部地
方治水大会が盛大に開催できましたことを感謝申
し上げたいと思います。
今日は大変お忙しい中にもかかわらず、岐阜県
選出の参議院議員大野様、また愛知県選出の衆議
院議員神田様、また岐阜県議会議長の渡辺様をは
じめ多くのご来賓の皆様方に御出席をいただいて
おります。厚く御礼を申し上げたいと思います。
皆様方には、平素から河川行政へのご理解、ご尽
力を賜り、厚く御礼を申し上げる次第であります。
中部地方は、南・中央アルプスなど日本を代表
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する 3,000 メートル級の山々が南北に縦走しまし
て、これら広大で急峻な山岳地帯が水源地となっ
ており、多量な雨が短時間で急勾配の河川を一気
に流れ下るわけであります。平野部では、我が国
最大のゼロメートル地帯であります濃尾平野を抱
え、海側の地域は台風の上陸経路ともなっている
ことから、高潮や降水時の災害に対する全体的な
危険性が極めて高い状態にあるものであります。
昭和 34 年の伊勢湾台風をはじめ、昭和 51 年の

９・12 豪雨災害、平成 12 年東海豪雨、最近では
今年９月の台風 18 号による豪雨等、各地域で被
害が発生しております。また近年、全国各地では
ゲリラ豪雨により多くの尊い人命や貴重な財産が
失われるなど、甚大な被害が発生をしておりま
す。岐阜市におきましても、本年９月４日の豪雨
には１時間に 100 ミリ以上の猛烈な雨を観測しま
した。床上・床下浸水などの被害が確認されたわ
けであります。
これまで国・県によりまして、護岸整備、河道

の掘削など着実なハード整備が行われてまいりま
した。また、各地域において洪水ハザードマップ
の配布や水防団活動の充実、河川情報や災害情報
の配信システムの拡充にも努めてきたところであ
ります。
今後は、洪水被害を最小限にとどめるような

ハード・ソフト対策と一体となった総合的な治水

対策が一層必要となってまいります。また、老朽
化する河川施設の長寿命化、老朽化対策や、南海
トラフ巨大地震などに備えた耐震化対策なども急
務となっております。
このように、治水事業は人命にかかわることで
ありますので、事前の一策は事後の百策に勝ると
いう言葉がありますように、平時においても計画
的かつ着実な治水事業の推進が必要であります。
厳しい財政状況が続いておりますが、ここにご
出席の皆様方とともに治水事業の予算確保を強く
国に求めてまいりたいと考えておりますので、一
層の御支援を賜りますようお願い申し上げます。
また、本日は遠方よりたくさんの方々にお越し
をいただいておりますが、岐阜市は信長公ゆかり
の岐阜城を山頂に望む緑豊かな金華山や、1,300
年の伝統を誇る大変名高い清流長良川など、歴史
や文化、自然に大変恵まれた街であります。一方
では、中心市街地の活性化など、まちづくりを積
極的に推進しております。お帰りの際には、黄金
の信長像を配する駅前広場、歩行者用デッキで直
結された岐阜シティ・タワー 43、スカイウイン
グ 37 などご高覧願えればと思います。
最後になりますが、本日ご出席の皆様方のご多
幸と、治水事業の更なる充実を祈念いたしまして、
私の御挨拶といたします。本日は大変ありがとう
ございます。

来賓祝辞

衆議院議員
大　野　泰　正

皆さん、こんにちは。
今ご紹介いただきました、私は７月に岐阜県議

会から皆さんにお力を賜りまして、参議院議員と
して国へ出していただきました大野泰正でござい
ます。

今日は、陣内先生、本当に大先輩でありますが、
この岐阜の地までお越しいただきまして、誠にあ
りがとうございました。また、本来でしたら先に
ご挨拶いただくべき衆議院愛知５区の神田先生、
地元ということで、先にご挨拶させていただきま
すことをお許しいただきたいと思います。
また今日はこの大会に各県から駆けつけていた
だいた皆様、どうか先ほど市長さんからもありま
したが、大会の開催地ではありますが、ぜひ消費
して帰っていただけるとありがたいなと、そんな
思いであります。
この治水大会、本当に岐阜県にとって何より大
切な事業、一つ一つ進めているわけです。私にとっ
ても、命を守ってくれる、また命の源である、生
命を司どってくれる、育ててくれる大切な水を私
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たちが本当に自分たちが生きる中で、お互いに思
いを持ちながらも、やはり自然というのは全て私
たちがコントロールできるものではありません。
私たちがしっかりと理解をして、そしてまたある
ところではハードに頼りながら、そしてソフトに
頼りながら、いかにして本当に親水という形でこ
れからの命を育んでいくかが何より大切だと思っ
ています。そのための大切な事業を一つ一つ丁寧
にしていかなくてはなりません。
最近の豪雨、本当にすごいものがあります。私

もたまたまことしの９月のときには、海津市にお
りました。１時間に 120 ミリ、はっきり言って、
車に乗っていましたけれども、前後左右何も見え
ません。横の用水はあっという間に溢れてきまし
た。水の怖さを改めて思い知ったわけですけれど
も、しかしこの水がなくては私たちは生きていけ
ない。やはりこの中で、皆さんとともにより一層
水を安心・安全に、そして利用していくための知
恵をどんどん出していかなきゃならないと思いま
す。
これからも皆様のお知恵を、一生懸命実現して

いくためにも努力させていただきたいとお誓い申
し上げたいと思いますし、おかげさまでこの岐阜
県、今日はいらっしゃっておりませんが、先ほど
まで岐阜県に一緒にいていただきました渡辺猛之
参議院議員、国土交通委員会の筆頭理事をしてい
ただいております。私も同じ国土交通委員会の委
員として下働きをさせていただいておりますし、
国土強靱化大臣をはじめこの岐阜の地には総務会
長もいらっしゃいます。そして、本当に自民党の
先生方がしっかりとタッグを組んでやっておりま
すので、皆様の思いを１つずつ丁寧に解決してい
くことをお誓い申し上げたいと思います。
岐阜にとって本当に大切なこの治水、治山、い

ろんな事業がある中で、皆様のお力をこれからも
お願いすることを心から思い、ご挨拶にさせてい
ただきたいと思いますが、どうかそのためにも皆
様のご健勝を心からお祈り申し上げます。
本日はご盛会誠におめでとうございます。あり

がとうございます。

中部地方整備局長
梅　山　和　成

ご紹介いただきました、中部地方整備局長の梅
山でございます。
本日、平成 25 年度中部地方治水大会が盛大に
開催されましたことを心からお祝い申し上げま
す。日頃から国土交通行政にご理解とご協力を賜
り、誠にありがとうございます。この場をお借り
し厚く御礼申し上げます。
ご承知のとおり、我が国は自然災害に対し脆弱
な国土条件にあり、近年も大規模な豪雨災害が多
発しております。本年９月 16 日の台風 18 号豪雨
においては、京都、福井を中心とした近畿地方に
おいて大災害となり、さらに 10 月 16 日に伊豆大
島を直撃した台風 26 号は、土砂災害による大き
な被害が発生しました。ここ中部地方においては、
本年は幸いにも豪雨による大災害は発生しており
ませんが、南海トラフの巨大地震の切迫性が指摘
されており、大規模地震や津波の被害も大きな懸
念材料となっております。
災害から国民の命と暮らしを守ることは国の最
も重要な施策の１つであります。災害に強い強靱
な国づくりを推進するため、ハード・ソフト両面
にわたる施策を一体的に組み合わせた防災・減災
対策を一層推進していくことが必要と考えており
ます。
中部地方整備局といたしましては、地震、津波、
高潮、洪水などの巨大災害に対応するため、治水
施設の整備・補強を進めますとともに、地方公共
団体等と連携した総合的な防災対策を進めており
ます。皆様方のご協力のもと、整備を進めてまい
りました河川改修やダム、排水機場等の施設が洪
水時には期待された治水効果を着実に発揮してい
ます。また、洪水時においては、関係機関と連携
を密にして洪水予防等の情報共有を図り、住民の
皆様の安全な避難を促せるように、ソフト対策も
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あわせて取り組んでまいりたいと考えておりま
す。
最後になりましたが、本日ご臨席の皆様方のま

すますのご健勝とご活躍を祈念いたしますととも
に、当地域のますますのご発展をお祈りいたしま
して挨拶とさせていただきます。

岐阜県議会議長
渡　辺　　真

皆さん、こんにちは。
ただいま紹介いただきました、岐阜県議会議長

の渡辺と申します。
本日ここに、平成 25 年度中部地方治水大会が

盛大に開催されるに当たりまして、中部地方各地
からお越しいただきました皆様を心からご歓迎申
し上げるとともに、県議会を代表して一言お祝い
を申し上げます。
皆様には、日頃より治水事業に格別なご尽力を

賜り、安全で快適な生活ができる社会基盤づくり
にお力添えをいただいております。心から敬意と
感謝を表する次第であります。
さて、岐阜県は飛山濃水と言われるように、飛

騨や奥美濃の広大な山間地で育まれた水が河川と
なって県内を潤し生活を豊かにするとともに、私
たちに安らぎを与えてまいりました。しかし一方
では、昨今の局地的豪雨などによる河川の氾濫や

堤防の崩壊などから見てわかるように、治水整備
は進められているものの、いまだ災害が発生しや
すい状況となっておりまして、去る９月４日の記
録的豪雨及び台風 18 号では県内でも多くの被害
が発生したところであります。また、岐阜県に限
らず、先月も台風 26 号によって伊豆大島で甚大
な水害、土砂災害が発生したことは記憶に新しい
ところでございます。
このような生命や財産を脅かす災害に対し、河
川改修をはじめとした災害に強い安全・安心な県
土づくりは、地域住民全ての願いであり、我々は
それの実現に向け力をあわせていかなければなり
ません。
こうした中、中部地方の治水関係者の皆様が一
堂に会し本大会が開催されますことは、誠に意義
深いことであり、その成果に大きな期待を寄せる
ものであります。
百年先に責任が持てる仕事をせよという先人の
教えがあります。県議会といたしましても、将来
を見据えた長期的な治水対策により、安全・安心
な県土づくりと地域発展の基礎ともなる治水対策
に、皆さんと連携をさらに密にして努力をしてま
いる所存でございます。
皆様方におかれましては、今後とも地域住民の
生命、財産及び生活基盤を守り、全ての人々が安
心して暮らすことができる地域づくりに向け、治
水対策の推進に一層のご尽力をお願い申し上げる
次第であります。
終わりに当たりまして、今大会の開催に御尽力
をいただきました関係の皆さんに心より御礼申し
上げ、あわせてご臨席の皆さんのますますのご健
勝、ご活躍を祈念しましてお祝いの言葉といたし
ます。本日はご盛会誠におめでとうございます。

来賓紹介

岐阜県議会議員
渡辺信行、藤墳守、岩花正樹、水野吉近

衆議院議員（代理）
野田聖子、棚橋泰文、武藤容治、金子一義、
古屋圭司、藤井孝男、今井雅人、杉本かずみ、

中川正春

参議院議員（代理）
渡辺猛之、小見山幸治
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座長推挙

事業概要

「全国の治水事業に関する最近の話題」
　国土交通省水管理・国土保全局
　治水課課長　山田邦博
「中部地方の治水事業に関する最近の話題」
　国土交通省中部地方整備局
　河川部長　五十嵐崇博
　
説明内容は省略させていただきます。

意見発表

可児市長
冨　田　成　輝

別添掲載いたします。

岐阜県河川協会長（岐阜市長）
細　江　茂　光
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大会決議

岐阜県河川協会理事
岐阜県垂井町長
中　川　満　也

平成25年度中部地方治水大会　大会決議

治水事業は、災害時においても、国土を保全
し、人命や財産を守るとともに、機能不全を起こ
さない経済社会システムを確保し、活力ある社会
を実現するための、防災・減災対策として、最も
優先的に実施すべき根幹的な社会資本整備事業で
ある。
中部地方は、我が国のほぼ中央に位置し、三千

メートル級の山々から日本一広大なゼロメートル
地帯を有する濃尾平野を貫流する大河川や、上流
域に日本有数の降雨量が多い地域を抱える河川及
び流域沿川の開発が著しい都市部の河川など、大
小さまざまな数多くの河川を擁している。
このようなことから、古くは、昭和 34 年の伊

勢湾台風水害や昭和 51 年の 9・12 豪雨災害をは
じめ、近年では平成 12 年の東海豪雨水害、平成
18 年７月の梅雨前線豪雨災害、昨年６月の台風
４号や今年９月の台風 17 号に起因する局地的豪
雨や台風 18 号に伴う豪雨災害など、毎年のよう
に災害が発生し、中部地方の各地で甚大な被害が
もたらされている。
さらに、一昨年３月 11 日に発生した東日本大

震災、翌 12 日に発生した長野県北部地震は東日
本を中心に未曽有の大災害となったが、東海、東
南海、南海地震などが同時発生する南海トラフ巨
大地震について、国の有識者会議は、死者数を最
大で 32 万 3000 人などとする被害想定を公表して
おり、早急な大規模地震対策も強く求められると

ころである。
しかしながら、そのような求めに反し、中部地
方の治水施設の整備状況は、依然として低い状況
にあるとともに、近年の事業費の大幅な削減に伴
い、被災箇所の再度災害防止や老朽化した河川構
造物の破損に対し、対症療法的な修繕を行うなど、
後追い的な対策に追われている状況にある。
そういった中で、近年の気候変動によるゲリラ
豪雨と称される頻発する局地的豪雨も考慮し、河
川改修や老朽化した河川構造物の修繕を計画的に
実施するなど、事前防災の考え方の下、予防的治
水を推進することが必要である。
さらに、治水事業を行う際には、地域の健全な
生態系及び生物多様性の保全に対する関心も高
まっていることから、自然環境の保全と共に、ま
ちづくりとの連携、地域の暮らしや歴史、文化と
の調和にも配慮した整備が求められている。
以上を踏まえ、中部地方治水大会の総意として、
安全で安心な社会を実現すべく国会並びに政府に
対し、次の事項が実現されるよう強く要望する。

記

一　頻発する災害から国民の生命・財産を守り、
安全で安心な社会を実現するため、治水事業費の
増額を図り、堤防やダム等治水施設の整備を計画
的に推進すること。
一　気候変動に伴う海面の上昇に備え、河川・
海岸堤防の高潮対策を着実に推進すること。
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次期開催県挨拶

静岡県交通基盤部河川砂防局長
鈴　木　克　英

挨拶は省略させていただきます。

一　南海トラフ巨大地震や各地に存在する断
層による内陸直下型地震に備え、河川・海岸堤防
及び河川構造物の耐震対策を着実に実施するこ
と。また、地方自治体が行う耐震対策について必
要な財政支援を行うこと。
一　甚大な被害を受けた河川について、再度災
害防止のための治水対策に万全を期すこと。
一　災害時に国、県、市町村間で密接な情報共
有を行うとともに、相互に連携した災害対応を強
力に実施できる体制の一層の強化を図ること。
一　毎年激化する洪水に備え、流域一体となっ
た治水対策を積極的に進めるとともに、堤防等河
川管理施設の適正な維持管理水準を確保するこ
と。また、地方自治体が行う老朽化対策について
必要な財政支援を行うこと。
一　「犠牲者ゼロ」を目指すため、治水事業の
整備促進とあわせて、市区町村が迅速かつ的確な
水防活動や事前準備を実施できるよう、Ｘバンド

ＭＰレーダの拡充及び洪水ハザードマップの整
備や避難体制構築のための情報提供などソフト
対策の充実を図ること。
一　河川全体の自然の営みを視野に入れ、地域
の暮らしや歴史・文化との調和にも配慮し、河川
が本来有している生物の生息・生育環境及び多様
な河川景観を保全・創出するため「多自然川づく
り」を推進すること。
一　人々が親しみ訪れ、活力ある地域に再生さ
せるため、河川のもつ多様な機能を活用して、河
川整備と地域づくりを一体的に推進すること。

以上、決議する。

平成 25 年 11 月 11 日

　　　　　	 中部地方治水大会
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平成２５年度近畿地方治水大会

平成２５年度近畿地方治水大会次第

	 （敬称略）
主催者挨拶	 奈良県副知事　松谷幸和　　　　　　　　
	 全国治水期成同盟会連合会会長　陣内孝雄
　　　　　　	 奈良県治水砂防協会会長　上田清（奈良県大和郡山市長）
大会座長推挙
来賓祝辞　	 国土交通省近畿地方整備局長　池内幸司
　　　　　　　　　	 奈良県県議会議長　山下力
来賓紹介・祝電披露
治水事業の概要説明　	 国土交通省水管理・国土保全局治水課長　山田邦博
意見発表　　　　　　	 奈良県北葛城郡王寺町長　　平井康之
　　　　　　　　　　　　	 奈良県吉野郡十津川村長　　更谷慈禧
　　　　　　　　　　　	 京都府福知山市長　　　　　松山正治
パネルディスカッション　	 （パネリスト　五十音順）　
　　　　　　　　　　　	 奈良県治水砂防協会会長　上田清
　　　　　　　　　　　	 奈良県県土マネジメント部長　大庭孝之
　　　　　　　　　　　	 国土交通省近畿地方整備局河川部長　小俣篤
　　　　　　　　　　	 全国治水期成同盟会連合会会長　陣内孝雄
　　　　　　　　　　　	 （コーディネーター）　
　　　　　　　　　　　	 北海道大学教授　南哲行
大会決議　　　　　　	 奈良県治水砂防協会副会長　福西力（奈良県吉野郡上北山村長）
次期開催県挨拶　　　　　	 大阪府河川室河川整備課長　戸上拓也
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主催者挨拶

奈良県副知事
松	谷　幸	和

皆さん、こんにちは。奈良県の副知事をしてお
ります松谷でございます。近畿各地から本当によ
うこそおいでくださいました。今、奈良は紅葉が
進んで、すごく落ちついたいい季節になっており
ます。また、遠くからお越しの皆さんぜひ奈良を
楽しんでいっていただけたらなと思います。それ
から、今日は本当にありがとうございます。来賓
の皆様、本当遠いとこありがとうございました。
奈良県でも実は２年前に紀伊半島大水害という

大きな災害がありました。深層崩壊による河道閉
塞によって、たくさんの方が亡くなられるという
災害です。それに向けて県では一生懸命、災害の
復旧・復興に取り組んでおります。おかげさまで
復興・復旧という意味で言いますと、順調に来て
いるのかなと今のところは考えているところでご
ざいます。
ただ、やはりたくさんの方が亡くなっていらっ

しゃいまして、まだ不明の方もいらっしゃいます
し、仮設に住んでいらっしゃる方もいらっしゃい
ますので、一日でも早い復旧・復興を果たしたい
と思って頑張っています。
幸い、来年、海のない県ではありますが、第

３４回の全国豊かな海づくり事業の大会が吉野で
開催される予定となっています。
また、復興に向けて１つの弾みになればと考え

ておりますこの大会を成功させたいと思っており
ます。
奈良県では、ことし２つのダムが完成しまし

た。１つは大門ダム、もう１つは大滝ダムという
ダムでございます。大門ダムは大和川の総合治水
対策の一環として完成させられたものでございま
すし、大滝ダムにつきましては本当に長い約５０
年という期間をかけて完成させられたダムでござ
います。大滝ダムは紀伊、吉野川の流域の皆さん
の財産と生命を守るためにつくられており、さら
には奈良県内の水道水の供給という目的でもつく

られております。
今年の１８号ではやはり同じように奈良県でも
大きな被害がありました。
ただ、この大滝ダムの放流を一応、節水と言い
ますか、放流の制限をしていただきました。１．
１メートルの治水効果があったというふうにも聞
いております。そういう意味でも大滝ダムの完成
というのは奈良県に大きな効果があったのだと思
います。
日ごろから災害について考えるのは当然であり
ます。私たちにとって、行政の職員として当然の
義務だろうとも思いますが、このようにそういう
機会を考える大会が開かれるということも大きな
意味のある大会になるのではないかと思っていま
す。
本日は、この大会を開くに当たって陣内会長を
初め、関係各位の皆様方に本当にお世話になりま
した。この場をおかりしてお礼を申し上げたいと
思います。
そして、今日お越しの皆様、奈良を楽しんでいっ
ていただいて、ぜひまた奈良にお越しいただきた
いと思いますので、よろしくお願いしまして、私
のあいさつとさせていただきます。本日は本当に
ありがとうございました。

全国治水期成同盟会連合会
会長　陣内	孝雄

挨拶は省略させていただきます。
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奈良県治水砂防協会長
奈良県大和郡山市長
上	田　清

皆さん、こんにちは。平成２５年度近畿地方治
水大会にこのように多くの方々にお越しをいただ
きまして、心より感謝を申し上げたいと思います。
そして、来賓として、近畿地方整備局池内局長

を初め、お越しをいただきました。後ほどお言葉
をいただいたり、あるいはパネルディスカッショ
ンで南教授には御活躍をいただくことになってお
ります。どうぞよろしくお願いいたします。
奈良県の治水砂防協会の会長を務めさせていた

だいております大和郡山市長の上田でございま
す。
大和郡山市というのは、この会場があります奈

良市の南西に隣接する都市でございまして、かつ
ては平城京の中にありましたけれども、今から
４００年ほど前に秀吉の弟である秀長が和泉と紀
伊と大和、百万石の大名としてつくった城下町と、
その風情が今も残っている町でございます。全国
金魚すくい選手権大会という、催しでお知りおき
を随分いただくようになりました。ぜひまたお運
びをいただく機会があればと思います。
さて、先ほどからお話がありますとおり、あの

大被害をこうむった近畿、紀伊半島の大水害から
２年２カ月という時間がたちました。この間、国
土交通省、近畿地方整備局を初め、各自治体ある
いは関係者の方々の復旧・復興に向けての御尽力
に改めて敬意と感謝をあらわしたいと思います。
奈良は今から３０年ほど前に大変な水害も経験

をしております。昭和５７年の水害でありますが、
そのことも踏まえて、今日は王寺町の平井町長、
それから十津川村の更谷村長に後ほど意見発表を
いただくことになっております。
一方、今年の、つい最近でありますが、９月、
台風１８号の影響によって土砂崩れであるとか、
あるいは河川の氾濫による浸水、近畿の各地で大
変な被害がございました。このことを踏まえて、
今日は京都府の福知山、松山市長が意見発表をし
ていただくことになっておりますので、どうぞよ
ろしくお願いをいたしたいと思います。
いずれにいたしましても、治水、砂防と、これ
はもう先ほどからお話がございましたとおり、強
靭な国土づくりの根幹でございます。
その中で、これまでの河川改修を通じて流すと
いうことに加えて、やはりためる、とどめるとい
うことが非常に大事ではないかという時代を迎え
たように思います。
特に、奈良県の場合には河川の出口が１カ所し
かないという、大変特異な地形でございますので、
その中でこのことが最近、大変注視をされるよう
になってまいりました。
そうしたことを踏まえて、これからも気象、異
常気象に負けることのない、危険、災害に強い、
そして将来に希望の持てる地域づくりに一つ地域
一体となって取り組んでいただくことを心から期
待をしたいと思います。何よりも大事なのは、や
はり住民の方の意識ということだろうと思います
が、そのことも含めた取り組みに期待をいたした
いと思います。
本大会が実り多いものになることを祈念いたし
まして、歓迎のあいさつとさせていただきます。
本日はどうも遠方からありがとうございました。

来賓祝辞

近畿地方整備局
局長　池内	幸司

皆さん、こんにちは。近畿地方整備局長の池内
でございます。
平成２５年の近畿地方治水大会の開催に当たり
まして、一言ごあいさつを述べさせていただきま
す。
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本日御参集の皆さんにおかれましては、平素か
ら近畿地方整備局の所管業務の遂行、とりわけ治
水行政の推進に当たりまして、御理解と御支援賜
り、まことにありがとうございます。この場をお
かりして御礼申し上げたいと思います。
先ほど来、御紹介がございますように、ことし

は例年になく数多くの台風がやってまいりまし
た。その結果、近畿地方、特に中部、北部を中心
として戦後最大級の出水になりまして、多くの水
害、土砂災害が発生しております。
また、平成２３年の紀伊半島大水害、これから

の復旧・復興も道半ばでございます。近畿地方整
備局といたしましては、こういった災害に対して
再度災害を防止すべく、着実に対策を進めていき
たいと考えております。
一方、今回の台風１８号で１つ申し述べさせて

いただいたと思いますが、実はですね、各地のダ
ムがフル稼働いたしますとともに、河川整備の効
果が上がりまして、最悪の事態を回避することが
できたということでございます。
特に顕著なのは、テレビ報道等はですね、桂川

の嵐山が出ておりましたが、下流の伏見区、御幸
橋付近におきましては、一時、堤防の上を４００
メートルにわたって数時間越水するという非常に
危険な状況になりました。堤防は土でできており
ますので、そういった状況になりますといつ決壊
してもおかしくない、そんな状況でございました。
もしその地点が堤防決壊いたしますと、浸水深が
５メートルに達するとこもございます。
したがいまして、多くの人命が失われた可能性

もございますし、また浸水家屋が１万２，０００
戸、被害総額ですね、１兆２，０００億円もの被
害が出ていた可能性がございます。
これに対しまして、地元水防団の、必死の水防

活動、それから、桂川上流の日吉ダム含め淀川水
系すべてのダム、瀬田川の洗堰も含めてフル稼働
いたしまして、何とかですね、ぎりぎり多くの人
命や財産を失うという状況を回避することができ
ました。
このように、この洪水から人命や財産を守るた

めには、災害が発生してから後追い的に治水対策
を講じるのではなく、事前に対策を講じていく、
いわゆる災害予防が非常に重要ではないかと考え
ております。

また、今後、地球温暖化による気候変動により
まして、台風の激化あるいは大雨の発生頻度が増
加することも予測されておりますので、こういっ
たものに対するハード、ソフトの適用策を講じて
いくことも重要でございます。公共事業について
は引き続き非常に厳しい状況が続いております
が、今後とも皆様方におかれましては、この治水
事業の推進に当たりまして御支援、御理解賜りま
すことをお願い申し上げたいと思います。
最後になりますが、本大会の成功と本日御参集
の皆様方の御健勝、御多幸を申し上げまして、ご
あいさつとさせていただきます。どうもありがと
うございます。

奈良県議会
議長		山下	力

今、紹介いただきました奈良県議会の議長の山
下でございます。ようこそ奈良にお出ましいただ
きました。持参いたしました祝辞を読み上げたい
と思います。
祝辞、本日、平成２５年度近畿地方治水大会が
ここ奈良の地で開催されるに当たり、奈良県議会
を代表しまして一言あいさつ申し上げます。
一昨年９月の台風１２号による記録的な豪雨
で、奈良県では南部地域を中心に甚大な被害を受
け、和歌山、三重の両県を合わせ、多数の死傷者
及び行方不明者が出ました。被災から２年余りが
経過し、国関係自治体並びに地域の方々の御尽力
により、復旧・復興は着実に進められているとこ
ろであり、国においては昨年４月に紀伊山地砂防
事務所を開設され、本格的に大規模な河道閉塞箇
所の復旧に取り組んでいただいています。この場
をおかりし、皆様方の御尽力に対しまして心より
敬意を表します。
本年は、梅雨期を中心に全国各地で局地的な集
中豪雨が発生し、とりわけ９月に発生した台風
１８号は近畿地方を中心に記録的な大雨を降ら
せ、特に滋賀県、京都府、福井県において土砂崩
れや河川の氾濫による浸水等で多大な被害が生じ
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ました。
また、先月、日本各地に大きなつめ跡を残した

台風２５号は、伊豆大島を初め、関東地方を中心
に多数の人命を奪い、その物的な被害規模も極め
て大きなものとなっております。これらの豪雨被
害により被災された皆様に心よりお見舞い申し上
げます。
都市部における近年の急速な市街化により、建

物が建ち、地面がコンクリートやアスファルトで
覆われることで土地の保水力が低下し、ひとたび
大雨が降れば一気に川が増水し、浸水被害が発生
しやすくなっています。水害に強いまちづくりを
加速するため、河川改修等による治水対策と流域
の保水機能を積極的に保全する流域対策等を合わ
せた総合的治水対策の取り組みが重要でありま
す。
また、昨年８月に内閣府から発表された南海ト

ラフ巨大地震の被害想定で、死者数は全国で最大
３２万人、近畿８府県でも最大で９万９，０００
人となるなど、今後発生が懸念される大災害に対
し、地域の防災計画を見直し、幅広い防災・減災
対策の推進が急務となっています。奈良県議会と
いたしましても、近畿地方が災害に強く、希望の
持てる地域となるよう力を注いでまいる所存であ
りますので、関係各位の御協力をいただきますよ
うお願い申し上げます。
終わりに、全国治水期成同盟会連合会、奈良県

治水砂防協会のますますの御発展と御参加の皆様
方の御健勝を祈念いたしまして祝辞といたしま
す。おめでとうございます

来賓紹介

（順不同、敬称略）
国土交通省水管理・国土保全局　治水課長　
	 山田邦博
北海道大学教授　
	 南　哲行
衆議院議員（代理）
	 高市早苗、奥野信亮、田野瀬太道、
	 小林茂樹大岡敏孝、武藤貴也、安藤裕、
	 左藤章、中山泰秀
参議院議員（代理）　　
	 前川清成、堀井巌、前田武志

奈良県議会議員
	 辻本黎士、田中唯充、今井光子

治水事業の概要説明

国土交通省
水管理・国土保全局
治水課長　山田	邦博

説明内容は省略させていただきます。



平成 26 年 1 月 31 日発行 治 水 第 722 号

－ 22 － － 23 －

意見発表

奈良県北葛城郡王寺町
町長　平井	康之

　
別添掲載いたします。

奈良県吉野郡十津川村
村長　　更谷	慈禧

別添掲載いたします。

京都府福知山市　
市長		松山	正治

別添掲載いたします。
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パネルディスカッション

別添掲載いたします。

大会決議

奈良県治水砂防協会
副会長　
奈良県吉野郡上北山村長
福	西		力

平成２５年度近畿地方治水大会大会決議
　
治水事業は、国民の生命と財産を守る国土強靱

化の最も根幹的な事業であるとともに、防災・減
災対策をはじめとする国民生活の安全・安心の確
保を実現するという重大な使命を担っており、重
点的かつ着実に実施することが極めて重要であ
る。
近年、局地的な集中豪雨による災害の発生が増

加傾向にあり、多くの尊い生命と財産が失われて
いる。本年９月には台風１８号が記録的な豪雨を
もたらし、特に大雨特別警報が運用開始後初めて
発表された福井県、滋賀県、京都府などで、河川
のはん濫による浸水や土砂崩れ等で多数の被害が
発生、数多の地域で避難指示・避難勧告が発令さ
れた。昨年８月の京都府南部・大阪府北東部を中
心とした大雨や、死者・行方不明者が８８名にも
及んだ一昨年９月の紀伊半島大水害など、例年の
ように人的被害、建物被害、農林作物や公共施設
等への被害が多発しており、更なる対応の強化が
急務となっている。
また、一昨年３月に発生した東日本大震災の貴

重な教訓を踏まえた、大規模地震・津波対策も喫
緊の課題である。内閣府が発表した南海トラフ巨
大地震の被害想定では、全国で最大３２万人の犠
牲者数を想定しているが、防災・減災対策を推進
することによる被害軽減効果についても試算して

おり、行政・企業・個人等が連携し、それぞれが
果たすべき役割を踏まえ、防災・減災対策を着実
に進めていくことが重要である。
このような自然災害の発生に対し、被害防止・
軽減の効果を発現させ、浸水常襲地域の早期解消
を図るためには、治水安全度のさらなる向上を図
るための治水施設の整備はもとより、ため池の治
水利用や雨水貯留浸透施設の整備などの流域対策
とともに、既存の治水施設の耐震化・長寿命化の
推進など適切な維持管理を図ることが早急に求め
られている。
一方、河川は地域住民の生活に深く関わってい
ることから、これからの河川整備は、地域の特性
を生かしながら、歴史、文化、環境にも配慮した
川づくりを目指して、地域住民の参画のもと、地
域の意見を反映した河川整備計画に基づき、今後
とも重点的かつ着実に進めていく必要がある。
よって我々は、ここに近畿地方治水大会を開催
し、その総意に基づき、次の事項の実現について、
国会ならびに政府に対し強く要望する。

記

一　治水事業は、災害から国民の命と暮らしを
守るための強靱な国土づくりの最も根幹的な事業
である。しかし、治水事業費は毎年削減され続け
ピーク時のおよそ半分となっている状況である。
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防災・減災対策をはじめとする国民生活の安全・
安心を確保するため、必要な治水事業費の増額を
図ること。
一　治水事業の根幹である河川整備の推進や流
域対策とともに、洪水ハザード　マップ整備や気
象観測情報などの防災情報等の強化など、ハード・
ソフトが　一体となった総合的な治水対策による
防災・減災対策を推進すること。
一　毎年、激化する集中豪雨に備え、流域一体
となった治水事業を積極的に進めるとともに、最
大クラスの被害が想定される南海トラフ巨大地
震・津波対策を緊急かつ計画的に推進すること。
一　河川管理施設の機能を最大限発揮できるよ
う、耐震化や長寿命化対策に重点をおいた適確な
維持管理・更新に向けた取組を推進
すること。

一　水辺のもつ多様な機能や地域の特性を生か
し、歴史、文化、環境に配慮した魅力ある水辺空
間の保全と創造を図るため、地域と一体となった
河川整備を　推進すること。
一　未曾有の災害に備え、府県・市町村等と連
携しつつ、国として危機管理体制及び支援体制の
充実・強化を図ること。
　以上決議する。

平成２５年１１月８日　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　	 近畿地方治水大会
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平成25年度中国地方治水大会
と　き：平成25年 11月 5日（火）
と こ ろ： さ ん 太 ホ ー ル

平成 25 年度中国地方治水大会次第
（敬称略）

開　　会
主催者挨拶　　　　岡山県知事　伊原木隆太
　　　　　　　　　全国治水期成同盟会連合会会長　陣内孝雄
来賓祝辞　　　　　岡山県議会副議長　井元乾一郎
　　　　　　　　　国土交通省中国地方整備局長　栗田　悟
来賓紹介
大会座長推挙　　　岡山県土木協会会長　宮地昭範（岡山県津山市長）
治水事業概要説明　国土交通省水管理・国土保全局河川計画課長　金尾健司
　　　　　　　　　国土交通省中国地方整備局河川部長　井山　聡
記念講演　　　　　就実大学名誉教授　柴田　一
意見発表　　　　　岡山県美作市長職務代理者（副市長）　岩﨑清治
　　　　　　　　　山口県萩市長　野村興兒
大会決議　　　　　岡山県土木協会副会長　山野通彦（岡山県矢掛町長）
次期開催県挨拶　　島根県土木部河川課長　平田知昭
閉　　会
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岡山県知事　
伊原木隆太

平成 25 年度中国地方治水大会の開催にあたり、
ひと言ごあいさつを申し上げます。
本日は多数のご来賓のご臨席を賜り、また中国

各県からも大変多くの皆様にご参加をいただき、
誠にありがとうございます。さらに関係各位のお
力添えにより盛大に本大会を開催できましたこと
につきまして心からお礼を申し上げます。
本県は北に中国山地、南に瀬戸内海を有し、年

間を通じ、雨や雪が少なく温暖で降水量が少ない
のが特徴でございまして、“ 晴れの国おかやま ”
と呼ばれる所以となっております。
しかし、この災害の少ないイメージの岡山県で

ございますけれども、実際にはこの台風やゲリラ
豪雨等による水害が頻発しておりまして、平成
23 年までの過去 10 年間の累計の水害被害額は、
お恥ずかしいことでありますけれども、全国で 7
位ということになっております。総計 2,250 億円
ということになっております。
また、本年は全国的に見ても短時間での記録的

豪雨により、大きな洪水被害が多発し、中国地方
では 7月 28 日に山口県萩市、島根県津和野町に
おいて大きな被害が発生しております。本日、復
旧活動にお忙しい中、山口県萩市の野村市長にお
越しいただいており、詳細な被害状況や活動内容
につきまして、後ほどご紹介いただけるとお伺い
しております。
自然災害から私どもの大切な生命や財産を守

り、安心して暮らしていくためには治水事業は欠
くことのできない極めて重要なものであり、計画
的にそして着実に進めていかなければならない事
業であると考えております。

皆様方にはこの大会を契機として、今後ともそ
れぞれの地域で安全で安心な暮らしづくりに一層
のご尽力を賜りますようお願い申し上げます。
終わりにあたりまして、本日の大会が実り多き
ものとなり、今後の治水事業の推進に寄与されま
すとともに、ご参加の皆様方の一層のご健勝とご
活躍を祈念申し上げ、開催県を代表してのごあい
さつといたします。
本日は誠にありがとうございます。

全国治水期成同
盟会連合会会長
陣内孝雄

あいさつは省略させていただきます。

岡山県議会副議
長井元乾一郎

平成 25 年度中国地方治水大会がこうして盛大
に開催されますことを心からお喜びを申し上げた
いと思います。今日は上田土木副委員長をはじめ、
土木委員が出席をさせていただいておりますけれ
ども、県議会からひと言お祝いを申し上げたいと
思います。
本日ご臨席の皆様には、お忙しいなか岡山にお
越しくださり、ありがとうございます。皆様は平

主 催 者 挨 拶

来 賓 祝 辞
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素から治水事業の推進に献身的に取り組まれ、地
域住民の安全で快適な生活環境の実現に多大なご
尽力を賜り、心から敬意と感謝の意を表させてい
ただきたいと思います。
岡山県は、今もお話がございましたけれども、

北は中国山地、南は四国山地にはさまれ、台風や
その影響による風雨も周囲の山々で弱められるこ
とが多く、穏やかな気候で風水害も比較的少ない
地でございますが、県内を流れる三大河川は県民
の生活に多くの恩恵をもたらす一方で、大雨によ
る河川の氾濫等によって甚大な被害を受けてきた
ことも事実でございます。わが国は急峻な地形で
あり、雨も多く、河川の氾濫による被害が発生し
やすく、また近年の特徴として局所的な豪雨にみ
まわれる一方、異常な渇水が頻発し、沿岸部では
高潮被害等が発生する傾向がみられます。さらに
わが県の伊原木知事が日ごろから懸念されること
に、林家の高齢化がございます。山が荒れる、治
水能力が落ちるとも言われるわけでございます。
住民が安心して快適な生活を送るためにそれぞれ
の水系の治水事業、河川改修事業の充実強化に最
善を尽くしていかなければなりません。今、中国
地方の治水関係者の皆様が一堂に会され、治水事
業の一層の充実発展にむけて英知を結集されます
ことは、誠に意義あることであり、その成果に大
きな期待をよせるものでございます。どうか皆様
には本大会を契機として、治水事業の強力な推進
にさらなるご尽力をなされるよう念願するもので
ございます。
また、せっかくの機会でもございますので、本

県の誇る岡山後楽園や倉敷美観地区の魅力、さら
に県北は今錦秋の秋の真っただ中でございます。
県北の温泉地をぜひ訪れて魅力に浸っていただき
たい。このように思います。
終わりに本大会のご成功と、ご臨席の皆様の

益々のご健勝とご活躍を心よりお祈りを申し上げ
て、お祝いのごあいさつとさせていただきます。
ありがとうございました。

国土交通省中国
地方整備局長　
栗田　悟

中国地方整備局長の栗田でございます。平成
25 年度中国地方治水大会のお祝いの言葉を述べ
させていただきたいと思います。
本日、中国地方治水大会が多数の皆様のご列席
のもとで、盛大に開催されますことを心からお喜
び申し上げます。また、ご列席の皆様におかれま
しては平素から国土交通行政の推進、とりわけ河
川行政の推進に多大なご支援、ご協力を賜り、厚
くお礼申し上げます。
ご承知のとおり、わが国は台風、梅雨前線によ
る豪雨災害や土砂災害、地震、津波など様々な自
然災害が発生する極めて脆弱な国土条件にありま
す。中国地方においても 7月から 8月にかけて豪
雨による災害が発生し、特に山口県萩市、山口
市、島根県津和野町、江津市、巴南町などでも記
録的な豪雨により大きな災害が発生し、尊い人命
と多くの資産が失われました。国土交通省ではこ
れらの甚災に対して延べ 2,733 人の緊急災害対策
派遣隊、いわゆるTEC-FORCEでございますが、
を派遣し、被災状況の確認、県をはじめ市町村へ
の情報提供などの支援を実施するなど、対応させ
ていただいたところでございます。今後、迅速な
TEC-FORCE の派遣にむけた活動計画の策定を
進めていくこととしております。
一方で、防災・減災対策と並んで河川管理施設
等の老朽化対策も重要なテーマとして取り組んで
おり、安全を持続的に確保するため、維持管理を
的確に実施する仕組みが必要との観点から、今年
の 6月に河川法が改正されました。堤防や水門な
どの河川管理施設や取水堰、橋梁などの許可工作
物の管理者が施設を適切に維持・修繕すべきこと
を明確に規定し、本年 12 月までには、政令にお
いて管理者が施設を維持・修繕する際に、最低限
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順守すべき技術的基準を定めることとされている
ところでございます。
改めて申し上げるまでもございませんが、国民

の生命・財産を守ることは国の最も重要な使命で
あり、国民一人ひとりが安全・安心に暮らしてい
くことができるよう国・地方公共団体等関係機関
がしっかり連携して防災・減災対策を進め、あわ
せて河川管理施設などの維持管理、点検の重要性
を再認識し、老朽化対策を推進していくことが必
要と考えております。
河川関係事業費については、平成 24 年度補正、

平成 25 年度当初予算あわせて約 562 億円の直轄
事業を鋭意執行中でございます。特に再度災害防
止対策を集中的に実施するとともに、堤防の点検
結果に基づく緊急対策、土砂災害対策、海岸保全
など予防的な治水対策を重点的に実施していると
ころでございます。
今後、平成 26 年度予算編成に向け、皆様のご

協力をいただきながら必要な予算の確保に努めて
まいりたいと考えておりますので、よろしくお願
いいたします。
最後になりましたが、中国地方が安全・安心で

個性豊かな活力ある地域として益々発展するこ
と、本日ご列席の皆様のご健勝を心からご祈念申
し上げまして、あいさつとさせていただきます。
本日は誠におめでとうございます。

国土交通省
水管理・国土保全局河川計画課長	
	 金尾健司
中国地方整備局河川部長	 井山　聡

衆議院議員（代理）
　池田道孝、山下貴司、あべ俊子、
　橋本　岳、加藤勝信、逢沢一郎、
　柚木道義、津村啓介

参議院議員（代理）
　江田五月、片山虎之助、谷合正明

岡山県議会議員
土木委員会副委員長　上田勝義
土木委員会委員　柳田哲、若井たつこ

岡山県土木協会会長　津山市長　宮地昭範

国土交通省水管理・国土保全局河川計画課長　
金尾健司

説明内容は省略させていただきます。

来 賓 紹 介

座 長 推 挙

治水事業概要説明
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就実大学名誉教授
柴田　一

「岡山の治水と利水－百間川と沖新田」

別添掲載いたします。

山口県萩市長　
野村興兒

別添掲載いたします。

岡山県土木協会
副会長　
矢掛町長　
山野通彦

大会決議（案）
治水事業は、国土を保全し、洪水等の被害から
国民の生命と財産を守る根幹的な社会資本の整備
であり、計画的かつ着実に実施することが重要で
ある。
平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災か
らの復興は道半ばである一方、昨年 7月に九州北
部を中心に「これまでに経験したことのないよう
な大雨」により河川の氾濫や土石流が発生し、大
変な土砂災害・水害をこうむったことなどから、
あらためて、災害に強い国土をつくり、住民の安
全・安心を確保することの必要性を強く決意した
ところである。
一方、中国地方においては、治水施設等の整備
状況は依然として低い水準にあり、治水事業予算
が大きく削減されていることは、地域住民が安全
で安心して暮らせる潤い豊かな生活の実現にとっ
て、憂慮すべき事態である。
近年、気候変動の影響等により、台風や局地的
で記録的な豪雨による災害が頻発しており、中国
地方においても、本年 7月の豪雨では、山口県と
島根県を中心に約 2,000 戸もの浸水被害が発生し
たほか、島根県では、8月にも同様の豪雨にみま
われたことは、記憶に新しいところである。
災害の復興・復旧はもとより、こうした災害を
防止・軽減するため、予防的対策が不可欠であり、
治水施設の整備を強力に推進し、地域における安
全性の確保・向上を図ることは重要かつ緊急の課
題である。
また、昨年 12 月の中央自動車道笹子トンネル
の事故等を踏まえ、インフラ全般の維持管理・更

記 念 公 演

意 見 発 表

大 会 決 議
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新の必要性が叫ばれる中、本年 6月には、河川法
改正に伴い河川管理施設等の維持・修繕義務が明
確化されたところであり、老朽化が進む河川管理
施設の長寿命化を図るなど施設機能が十分に発揮
されることの重要性がますます高まっている。
さらに、全国に比べ少子・高齢化が進む中国地

方においては、情報化の進展に対応した水害等に
対する迅速かつ的確な危機管理体制の強化を早急
に図ることが必要である。多発する自然災害から
生命財産を守り、安全で快適な生活環境を早急に
実現し、さらに活力ある地域づくりを行って将来
へ引き継いでいくことは、何よりも大切であり、
治水施設の整備とともに洪水時や高潮・津波に対
する円滑かつ迅速な避難の確保等のハード・ソフ
ト両面からの対応が急務となっている。
「川」は古来から地域住民の生活に深くかかわっ
ており、地域に種々の恩恵を与え、その流域に独
特の歴史や風土・文化を育んできたが、現在、人
と水との関わり合いは希薄化しつつある。今一度、
人と水との関わりを再構築し、自然と調和した健
康な暮らしと健全な環境の創出を推進していくこ
とが重要である。
ここに、われわれは中国地方治水大会を開催し、

その総意に基づき、「安全で安心して暮らせる地
域づくり｣ を目指し、治水事業が強力かつ着実に
推進されるよう、次の事項の実現について、国会
並びに政府に対し強く要望する。

一　頻発する災害から生命・財産を守る治水対
策は、国としての基本的責務であることに鑑み、
洪水被害を未然に防止し、国民が等しく安全を享
受するため、平成 26 年度治水事業予算の確保・
拡大を図ること。

一　近年の記録的な豪雨や治水対策の遅れによ
り、いまだ多くの洪水被害が発生しているため、
予防的治水対策の根幹である堤防やダム等の整備
を強力に推進すること。

一　頻発する水害、土砂災害に対する早期復旧
･復興を図るため、災害復旧及び再度災害防止を
徹底するとともに、大規模災害への危機管理対応
として国が積極的に主体的な役割を強力に発揮す
ること。

一　沿岸部の河川においては台風時の高潮によ
り、浸水被害が頻発しているため、高潮堤防、水
門、排水機場等の高潮対策を強力に推進すること。

一　東日本大震災を踏まえ、津波による被害の
発生を防止し、または軽減するための津波観測体
制の整備充実、河川津波遡上区間や平坦地におけ
る堤防・水門等の耐震化等総合的で効果的な津波
対策を推進すること。

一　老朽化が進む河川管理施設について、適切
な点検と的確な修繕を実施し、長寿命化を図ると
ともに、戦略的な維持管理・更新を推し進めるた
め、将来に備えた安定的な予算を確保すること。

一　ハード対策と避難体制の構築のための情報
提供の充実など、地域と連携したソフト対策の両
面から、流域一体となった減災対策を強力に推進
すること。

一　河川や水辺の持つ多様な機能や地域の特性
を活かし、歴史、風土等に根ざした魅力ある良好
な河川環境の形成を推進すること。

　以上決議する。
平成 25 年 11 月 5 日
			 中国地方治水大会

島根県土木部河川課長　平田知昭

あいさつは省略させていただきます。

次期開催県挨拶
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平成２５年度　九州地方治水大会

と　き：平成２５年１０月２９日（火）
ところ：長崎ブリックホール　国際会議場

九	州	地	方	治	水	大	会	次	第

	　　記	念	講	演
					　　『地球温暖化の影響と今後の治水事業のあり方について』
	　　				　　	　　　　　　　　		 長崎大学大学院工学研究科	教授　夛田彰秀
治	水	大	会
	　				開　　　会
	　　　　主催者挨拶	 長崎県副知事		石塚　孝
	　	 全国治水期成同盟会連合会	会長　陣内孝雄
	　　　　座　長　推　挙	 長崎県治水砂防・防災協会	会長（諫早市長）	宮本明雄
	　　　　来　賓　祝　辞	 国土交通省九州地方整備局	副局長　大原知夫
長崎県議会議長　渡辺敏勝
	　　　　講　　　　　義	 国土交通省水管理・国土保全局	治水課長		山田邦博　
　　	 長崎大学大学院工学研究科	助教		鈴木誠二
	　　　　意　見　発　表	 沖縄県土木建築部河川課企画開発班	主任技師	金城		寧　　
　　　	 長崎県長崎市防災危機管理室　係長　岡本和幸
	　　　　大　会　決　議	 長崎県治水砂防・防災協会	副会長（島原市長）古川隆三郎
	　　　　次期開催県挨拶	 沖縄県土木建築部	河川課長　德田		勲
	　　　閉　　　会
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『	地球温暖化の影響と今後の治水事業のあり方に
ついて	』

長崎大学大学院工学研究科	教授　夛田	彰秀

別添掲載いたします。

長崎県副知事　
石塚　孝

本日は、平成２５五年度九州地方治水大会を開
催いたしましたところ、大変お忙しい中、国土交
通省ならびに九州・沖縄各県から、関係者の皆様
方に多数ご出席いただき、厚くお礼を申し上げま
すとともに、皆様方を心から歓迎申し上げます。
さて、九州地方は、梅雨期の集中豪雨がおきや

すく、台風の常襲地帯にあたることから、これま
で幾度も甚大な災害を経験してまいりました。
特に、昨年七月の九州北部豪雨では、記録的な

大雨により、福岡県、熊本県、大分県を中心とす
る各地で、大規模な河川の氾濫や土砂災害が発生
し、多くの尊い生命と莫大な資産が失われており

ます。
長崎県でも、１９８２年７月２３日の長崎大水
害において、県内で２９９名の方が犠牲となり、
中島川の洪水で国指定重要文化財である眼鏡橋が
一部流失いたしました。このため、中島川の災害
復旧では、眼鏡橋の保全と復元に向けて、当時と
しては画期的であった市民も参加した委員会を設
立し、眼鏡橋両岸のバイパス水路の整備と、上流
の水道専用ダムの多目的化等を決定しました。現
在までに、中島川の改修とダム事業は、ほぼ完了
したところであります。
一方、全国に目を向けますと、今月、台風２６
号が伊豆大島などに大きな被害をもたらすなど、
今年は数多くの台風が上陸、あるいは接近してお
り、また、今年九月に近畿地方で「特別警報」が
はじめて発令されるなど、地球温暖化の影響とさ
れる記録的な豪雨が頻発し、各地で災害が発生し
ております。
このため、河川改修やダム建設など、治水施設
の整備を強力に推進し、あわせて、既存施設の適
切な維持管理などを進め、持続的な安全を確保す
ることが、ますます重要となっております。
このようなことから、治水事業は、国土を保全
し、地域住民の生命・財産を自然災害から守り、
安全で安心な社会を実現するため、最優先で実施
されるべき事業であると認識しております。
そのためにも、本日ご出席の皆様や関係機関と
も連携を図りながら、引き続き治水事業等に積極
的に取り組むとともに、事業推進のための予算確
保を強く訴えてまいりたいと考えております。
さて、本県には、中島川の眼鏡橋周辺をはじめ、
異国情緒豊かで、昨年「世界新三大夜景」にも認
定された長崎市の夜景、佐世保市のハウステンボ
ス、西海・雲仙二つの国立公園など、見どころが
満載でございます。皆様方におかれましては、こ
の機会に、ぜひ長崎県の魅力を満喫いただければ
幸いに存じます。
結びに、皆様のご熱意によりまして、九州地方
の治水事業が着実に推進されますことをお祈り申
し上げますとともに、ご出席の皆様方の今後益々
のご健勝とご活躍を祈念いたしまして、あいさつ
とさせていただきます。

平成２５年１０月２９日
長崎県知事　中村　法道

記 念 公 演

主 催 者 挨 拶
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全国治水期成同
盟会連合会会長
陣内　孝雄

あいさつは省略させていただきます。

長崎県治水砂防・防災協会会長　諫早市長　
宮本　明雄

国土交通省九州地
方整備局副局長　
大原　知夫

ご紹介いただきました、九州地方整備局副局長
の大原でございます。九州地方整備局といたしま
して、一言、平成２５年度九州地方治水大会の開
催にあたりまして、ご挨拶申し上げます。
祝辞。本日は、全国治水期成同盟会連合会並び
に長崎県をはじめとする関係各位のご臨席の下、
平成２５年度九州地方治水大会がこのように盛大
に開催されましたことを、心からお喜び申し上げ
ます。
また、本日、ご列席の皆様方におかれましては、
九州地方整備局が進めております治水事業をはじ
めとする、国土交通行政につきまして、平素より
格別のご理解とご協力を賜わり、深く感謝申し上
げます。
ご承知の通り九州地方におきましては、梅雨前
線や台風による集中豪雨が頻発しており、その上、
脆弱な地形・地質を有していることから、毎年の
ように水害や土砂災害による被害が発生しており
ます。昨年 7月の、九州北部における豪雨では、
各地で観測史上最高の降雨を記録し、白川・山国
川・筑後川水系花月川・菊池川水系合志川などが
氾濫し、矢部川においては堤防の決壊や土砂崩れ
による、河道閉塞など甚大な水害や土砂災害が発
生いたしました。本年は、現在まで九州地方にお
きましては、幸いにして大きな災害は発生してお
りませんが、７月に発生した、山口・島根豪雨や
近畿地方を襲った台風１８号をはじめ、関東地方
を襲った台風２６号などにより、伊豆大島では甚
大な土石流災害が発生するなど、甚大な被害が発
生をしております。九州地方整備局といたしまし
ては、毎年のように発生する水害・土砂災害から
国民の大切な生命と財産を守るとともに、活力あ
る地域作りと安全で安心できる社会を実現するた
め、治水事業の推進に努めているところでありま
す。
長崎県内におきましても、昭和３２年の諫早大
水害や昭和５７年の長崎大水害のような、災害を
繰り重ねないため、また、雲仙普賢岳噴火による
土石流災害を防ぐために、適切な施設整備・管理
に今後ともまい進していく所存であります。
また、効率的かつ効果的な事業執行を図り、ハー
ド面・ソフト面の対策を治水事業の両輪といたし
まして、今後とも推進してまいりたいと考えてお
ります。特にソフト対策におきましては、県市町
村等と連携を図りながら防災情報の提供を推進す

座 長 推 挙

来 賓 祝 辞
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るとともに、地域住民と連携したマイハザード
マップの作成など、ソフト対策の充実が図れるよ
う九州地方整備局といたしましても積極的に支援
してまいります。
治水事業は、国民の安全で安心できる社会を実

現するため、必要不可欠な事業であると考えてお
ります。今後とも、関係行政機関と連携を図ると
ともに、地域の方々のご意見を拝聴しながら、国
として実施すべき事業につきましてはしっかりと
対応してまいりますので、ご列席の皆様方のご支
援とご協力を心よりお願い申し上げます。
最後になりますが、伝統ある九州地方治水大会

のさらなるご発展と、本日のご列席の皆様方のご
健勝を祈念いたしまして、私のご挨拶とさせてい
ただきます。

平成２５年１０月２９日　　
国土交通省九州地方整備局副局長　大原　知夫

長崎県議会議長
渡辺　敏勝

ただ今御紹介賜りました、長崎県議会議長の渡
辺敏勝でございます。
平成２５年度九州地方治水大会長崎大会が、九

州各地から、多くの関係の皆様ご参集のもと、こ
のように盛大に開催されますことをお祝い申し上
げますとともに、皆様方のご来県を心より歓迎い
たします。
皆様方におかれましては、日ごろから各地域に

おいて、住民の生命財産を守り、安全で安心な社
会を維持・発展させる治水事業に多大なるご貢献
を賜っておられますことに、心から敬意を表し、
厚く御礼申し上げます。

さて、私たちの暮らす九州は、豊かで美しい自
然に恵まれている反面、急峻な地形や降水量の多
さ、台風の通過などにより、毎年のように水害や
土砂災害が発生しております。特に近年は、死者
及び行方不明者９８名を出した平成２３年の台風
１２号、死者行方不明者３４名を出した昨年７月
の九州北部豪雨災害などにみられるように、これ
までに経験したことのないような大規模な自然災
害の脅威が続いています。
このようなことから、改めて、人命と財産を守
る治水対策の重要性が広く再認識されているとこ
ろであり、皆様方に対する地域住民の期待は、ま
すます大きくなってきております。
このような中、九州各地の治水事業関係者が一
堂に会し、治水事業の着実かつ強力な推進につい
て、関係当局へ提言を行うことは、誠に意義深い
ものと存じます。本大会を契機に、九州各地の治
水事業が、なお一層充実したものとなりますこと
を強く期待いたします。
長崎県議会といたしましても、治水事業の重要
性を深く認識し、関係機関のお力添えをいただき
ながら、安全で安心な災害に強いまちづくりに、
鋭意取り組んでまいる所存であります。どうか皆
様方におかれましては、今後ともご支援、ご協力
を賜りますようお願い申し上げます。
なお、本日は、九州各県から長崎にお越しいた
だいておりますが、ぜひこの機会に、世界新三大
夜景に認定された長崎市の夜景や、全国和牛能力
共進会で日本一となった長崎和牛など、多彩な長
崎の魅力を皆様方に味わっていただければと願っ
ております。
終わりに、本日の大会が所期の目的を達成され、
実り多きものになりますことと、ご参加の皆様の
ますますのご健勝とご多幸を心よりお祈り申し上
げまして、お祝いのことばといたします。

平成２５年１０月２９日
長崎県議会議長　渡辺　敏勝
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	 	（順不同、敬称略）
衆議院議員（代理）
　　	髙木	義明、北村	誠吾、谷川	弥一、冨岡	勉、
加藤　寛治

参議院議員（代理）
　　金子　原二郎、古賀　友一郎
長崎県議会議長
　　渡辺　敏勝
長崎県議会議員
　　前田　哲也、浜口　俊幸、三好　徳明、
	 江口　健、清水　正明、ごう　まなみ
国土交通省水管理 ･国土保全局治水課長
	 山田　邦博
国土交通省九州地方整備局副局長
　　大原　知夫
国土交通省九州地方整備局河川部長
　　古賀　俊行

	 		（順不同、敬称略）
衆議院議員
　髙木	義明、北村	誠吾、谷川	弥一、冨岡	勉
参議院議員（代理）
　金子　原二郎、古賀　友一郎

『	治水事業に関する最近の話題』

国土交通省水管理・国土保全局	治水課長　
山田　邦博

説明内容は省略させてていただきます。

『	長崎県の河川に生息する生きものたち	』

長崎大学大学院工学研究科	助教　鈴木　誠二

別添掲載いたします。

『	沖縄県の河川事業について』
　　　

沖縄県土木建築部河川課企画開発班　主任技師		
金城		寧

別添掲載いたします。

来 賓 紹 介

祝 電 披 露

講 義

意 見 発 表
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『	自主防災組織の結成と活性化を目指して「地
域防災マップづくりの推進」について	』

長崎県長崎市防災危機管理室　係長　
岡本　和幸

別添掲載いたします。

長崎県治水砂
防・防災協会副
会長　島原市長
　
古川　隆三郎

平成２５年度九州地方治水大会決議（案）

治水事業は、洪水等の災害から国民の生命と財
産を守り、健康で豊かな生活環境と安全で活力あ
る社会を実現するために、最も根幹となる重要な
社会資本整備であり、計画的かつ着実に実施する
ことが重要である。
九州地方は、梅雨期には降雨が集中し、また、

台風の常襲地帯という厳しい気象条件のため、毎
年のように甚大な被害を受けている。特に、最近
では、地球温暖化に伴う気候変動の影響が顕在化

し、短時間の局地的な豪雨などの異常天然現象に
よる自然災害が激化している状況にある。
なかでも、平成２４年７月の九州北部豪雨災害
では、記録的な大雨により、各地で河川氾濫や土
砂災害が発生し、多数の死者行方不明者等の人的
被害とともに、広範囲に及ぶ床上床下浸水被害な
どに見舞われ、地域経済に甚大な影響を及ぼした。
このような豪雨災害は、今後も頻発するおそれ
があり、これに対して、九州地方における治水施
設の整備は、まだまだ低い水準にとどまっている
のが現状である。
このため、治水施設の整備を強力に推進し、あ
わせて、既存施設の適切な維持管理により、持続
的な安全を確保することがますます重要となって
いる。
更に、災害発生時の被害の軽減に向けた、避難
誘導体制の強化、洪水ハザードマップの整備など
ソフト対策の充実も図る必要がある。
一方、九州地方は渇水にも見舞われやすく、ひ
とたび渇水となると、上水道や工業用水に対する
取水や給水制限がなされ、住民の日常生活や地域
社会の経済活動への影響は極めて大きい。従って、
水の安定供給や河川の維持流量の確保のためにも
ダム等の水資源開発を計画的に推進することは大
変重要である。
また、河川は地域住民の文化や生活に深く関
わっており、水質の改善、生態系の保全、潤いと
やすらぎのある水辺空間の創出などを積極的に推
進し、地域の特性を生かした整備を推進する必要
がある。
このような状況を踏まえ、「安全で安心な九州」、

「快適で潤いのある九州」、「個性豊かで活力ある
九州」の創造を目指すには、水害等の災害に対し、
機動的に対応できる制度の構築や所要の財源の確
保を図る必要がある。
よって、ここに治水事業の着実かつ強力な推進
を期して、九州地方治水大会を開催し、その総意
に基づき、国会並びに政府に対し、次の事項が実
現されるよう強く要望する。

記

１　近年、自然災害が激化する一方で治水事業費
は、ピーク時のおよそ半分となっている状況であ
る。災害を未然に防止し、安全で安心な国民生活

大 会 決 議
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の確保を図るため、事前防災・減災対策を含む治
水対策に充てる財源を確保し、治水事業費の増額
を図ること。

２　全国的に大規模水害が頻発している現状に鑑
み、被災施設の復旧にとどまらず、再度の被災防
止のための改良を十分にできるよう、災害関連復
旧予算等での対応の拡充を図ること。

３　九州地方の現状を踏まえ、安全で安心できる
国土を形成し、潤いとやすらぎのある水辺空間を
創出するとともに、活力ある地域づくりに資する
ため、特に次の事項を強力に推進すること。

(1)　災害を予防し、地域社会の安全・安心を確保
するための対策として、堤防やダム等の計画的な
整備促進、水資源の乏しい山間部、離島等におけ
る治水対策を併せた生活貯水池の整備促進
(2)　近年頻発する水害、土砂災害に対する災害復
旧関連事業の着実な推進
(3)　火山活動や地震に対する安全確保のための
防災事業の推進
(4)　堤防・護岸、水門・樋門、ダム等の既存施設
の機能を確実に発揮できる適切な維持管理や、老
朽化した施設の計画的な補修・更新の推進
(5)　市町村が迅速かつ的確な水防活動や事前準
備を実施できるよう、洪水ハザードマップの整備
や避難体制構築のための情報提供の充実等を推進
するとともに、土地利用を視野に入れた流域一体
となった治水事業の推進
(6)　潤いとやすらぎのある水辺空間の創出に資
するための施策の推進
(7)　被災地の被害防止拡大や復旧、復興の早期実
現のため、資材配備や技術支援等、国による広域
支援体制の早急な確立
(8)　治水事業の重要性、緊急性と地方自治体の財
政の現状に鑑み、地方への財政措置に対する特段
の配慮

以上、決議する。

平成２５年１０月２９日
九州地方治水大会

沖縄県土木建築部河川課長　德田　勲

あいさつは省略させていただきます。

  次期開催県挨拶　
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